
日立ハイテクグループは、社会課題解決のために取り組むべきマテリアリティ（重要課題）
として、国際社会の共通ルールであり達成目標に位置づけられているSDGs（持続可能な
開発目標）を踏まえて、「社会からの要請」と「事業の重要性」の２つの視点から、5つの
テーマを特定しています。

マテリアリティと
活動目標及び関連するSDGs

事業を通じた
社会課題への取り組み

社会・環境への価値提供経営基盤

健全な経営基盤の確立
　  ・健全なガバナンスの実現
　  ・製品安全性の確保
　  ・CSRサプライチェーンの実現

活
動
目
標

マテリアリティ

4

マテリアリティ

5 多様な人財の育成と活用
　  ・ダイバーシティ経営の推進
　  ・多様な人財育成の推進
　  ・健康で安全な職場環境の確保

活
動
目
標

事業セグメント
持続可能な地球環境への貢献
　  ・脱炭素社会の実現
　  ・循環型社会の実現
　  ・自然共生社会の実現

活
動
目
標

マテリアリティ

1

マテリアリティ

2 健康で安全、安心な暮らしへの貢献
　  ・予防医療へのアクセス拡大
　  ・水・食品の安全性確保
　  ・社会インフラの安全性確保

活
動
目
標

マテリアリティ

3 科学と産業の持続的発展への貢献
　  ・科学技術の発展
　  ・生産現場のレジリエンス実現
活
動
目
標

ヘルスケア
ソリューション

バリューチェーン
ソリューション

コアテクノロジー
ソリューション

ナノテクノロジー
ソリューション

日立ハイテクの強み
技術力

グローバル
フロント力・
ビジネス探索力

お客様・
パートナーとの

協創
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